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キ
ル
ギ
ス
共
和
国
か
ら
の
女
子
高
生

　

２
０
１
８
年
6
月
末
、
拙
宅
に
中
央
ア
ジ
ア
の

小
国
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
（
人
口
６
０
０
万
人
）
か

ら
15
歳
の
女
子
高
生
が
や
っ
て
き
た
。
本
人
の
名

前
を
仮
に
ア
ル
ガ
と
し
て
お
こ
う
。
ア
ル
ガ
は
以

前
、
小
学
校
２
年
生
の
こ
ろ
、
母
親
と
と
も
に
横

浜
で
２
年
近
く
暮
ら
し
た
経
験
が
あ
る
。
今
回
、

ほ
と
ん
ど
忘
れ
た
日
本
語
を
思
い
出
す
た
め
、
遠

路
、
日
本
に
来
る
こ
と
に
決
め
た
。
２
カ
月
余
り

滞
在
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
わ
が
家
に
着
い
て
旅

装
を
解
く
と
、
ア
ル
ガ
は
や
が
て
成
田
ま
で
の
苦

難
の
道
の
り
を
話
し
始
め
た
。
そ
の
内
容
は
、
日

本
の
女
子
高
生
に
は
到
底
、
想
像
も
つ
か
な
い
危

機
体
験
の
連
続
に
な
っ
た
。
ほ
ぼ
２
日
が
か
り
で

よ
う
や
く
日
本
に
辿
り
着
い
た
彼
女
の
話
に
は
、

本
当
に
驚
い
た
。
旅
の
途
中
で
彼
女
を
危
機
か
ら

救
っ
た
の
が
パ
ソ
コ
ン
端
末
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

あ
っ
た
こ
と
に
は
、
２
度
、
び
っ
く
り
し
た
。

　

キ
ル
ギ
ス
の
首
都
は
ビ
シ
ケ
ク
。
女
子
高
生
ア

ル
ガ
は
こ
こ
か
ら
満
員
の
バ
ス
に
揺
ら
れ
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
の
タ
シ
ケ
ン
ト
に
向
か
っ
た
。
タ
シ
ケ

ン
ト
か
ら
成
田
行
き
の
直
行
便
に
乗
る
の
が
ア
ル

ガ
の
旅
程
に
な
っ
た
。
タ
シ
ケ
ン
ト
ま
で
は
12
時

間
の
バ
ス
移
動
。
旅
費
の
最
も
格
安
に
つ
く
行
程

は
、
こ
れ
し
か
な
か
っ
た
。
満
員
で
あ
る
上
、
膝

が
前
の
席
に
触
れ
る
窮
屈
な
車
内
に
12
時
間
も
乗

る
旅
と
聞
か
さ
れ
唖
然
と
し
た
が
、
途
中
、
バ
ス

は
隣
国
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
入
る
。
こ
の
国
境
で

パ
ス
ポ
ー
ト
の
審
査
を
受
け
る
が
、
ア
ル
ガ
に
は

そ
れ
が
最
初
の
関
門
に
な
っ
た
。
国
境
警
備
員
は

15
歳
の
高
校
生
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
通
過
す
る
た

め
の
ワ
イ
ロ
を
要
求
し
た
。
同
じ
こ
と
は
、
バ
ス

が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
経
由
し
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に

入
る
と
き
に
も
起
こ
っ
た
。
こ
こ
で
も
国
境
通
過

に
裏
金
が
要
求
さ
れ
た
。

危
機
状
況
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ソ
フ
ト
の
威
力

　

２
つ
の
国
境
で
予
定
外
の
問
題
に
出
く
わ
し
た

ア
ル
ガ
は
、
２
度
に
わ
た
り
同
じ
よ
う
な
対
策
を

と
っ
て
い
る
。
カ
バ
ン
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
取
り

出
し
、
本
国
の
母
親
に
窮
状
を
伝
え
る
手
段
を

と
っ
た
。
そ
の
と
き
に
使
っ
た
の
が
、
ア
メ
リ
カ

を
中
心
に
世
界
に
広
が
る
「
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
」

（W
hatsA

pp

）で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
ラ
イ
ン

に
似
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ソ
フ
ト
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
使
っ

て
ア
ル
ガ
は
キ
ル
ギ
ス
で
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
事
務

所
に
勤
め
る
母
親
に
連
絡
を
試
み
た
。「
ワ
ッ
ツ

ア
ッ
プ
」
の
画
面
に
登
場
し
た
母
親
は
、
画
面
を

通
し
て
警
備
員
に
猛
烈
に
抗
議
し
、
ア
ル
ガ
は
や

が
て
無
事
、
国
境
通
過
の
許
可
を
取
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

そ
れ
ま
で
が
大
変
で
あ
っ
た
と
ア
ル
ガ
は
言
う
。

係
員
の
執
拗
な
ワ
イ
ロ
の
要
求
に
窮
し
た
彼
女
は

大
声
を
挙
げ
て
泣
い
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
、
役

人
の
態
度
は
「
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
」
が
つ
な
が
る
ま
で

容
赦
な
か
っ
た
。「
カ
ネ
を
出
さ
な
い
と
国
境
を
越

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
の
一
点
張
り
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
つ
な
が
り
母
親
が
画
面
に
現
れ

る
と
、
係
員
の
態
度
は
一
変
し
た
。
母
親
が
行
政

キ
ル
ギ
ス
の
女
子
高
生
と

情
報
ソ
フ
ト
の
危
機
管
理
力

明
治
大
学
名
誉
教
授
、
地
方
公
務
員
安
全
衛
生
推
進
協
会
顧
問　
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の
不
正
を
糾
弾
す
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
事
務
所
に

勤
務
す
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
係
員
は
悪
事
が
関

係
省
庁
に
伝
わ
る
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、

要
求
を
す
ぐ
に
取
り
下
げ
た
と
ア
ル
ガ
は
説
明
し

て
い
る
。

　

国
境
を
無
事
、
越
え
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
タ

シ
ケ
ン
ト
に
到
着
し
た
ア
ル
ガ
を
待
ち
受
け
て
い

た
の
は
、
空
港
で
10
時
間
以
上
、
成
田
行
き
を
待

つ
と
い
う
別
の
試
練
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
彼
女

は
日
本
へ
の
お
土
産
を
買
っ
て
い
る
。
メ
ロ
ン
と

さ
く
ら
ん
ぼ
で
あ
る
。
後
に
こ
の
お
土
産
を
頂
戴

し
た
当
方
は
、
こ
れ
に
は
相
当
、
困
惑
し
た
。
植

物
検
疫
を
受
け
ず
に
果
物
が
国
内
に
持
ち
込
ま
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
下
手
を
す
る
と
、
サ
ー
ズ

や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
騒
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
と
、

動
物
や
植
物
の
検
疫
を
受
け
な
い
食
品
や
果
物
が

国
内
に
相
当
、
流
入
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
れ
を
防
止
す
る
方
法
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

倣
っ
て
検
疫
を
徹
底
す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
規
制
を
外
す
し
か
な
い
。
い

ず
れ
の
方
式
を
採
る
か
、
国
は
こ
れ
か
ら
難
し
い

選
択
に
迫
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
今
後
と
課
題

　
「
ワ
ッ
ツ
ア
ッ
プ
」
や
「
ラ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
ソ
フ
ト
は
、
時
間
と
空
間
を
問
わ
な
い
。
時

差
と
は
関
係
な
く
、
国
と
は
無
関
係
に
作
動
す
る

パ
ワ
ー
が
あ
る
。
そ
の
お
か
げ
で
ア
ル
ガ
は
、
２

度
に
わ
た
り
「
関
所
」
を
無
事
、
通
過
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
危
機
に
際
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
ど
れ
だ
け
威

力
を
発
揮
す
る
か
、
ア
ル
ガ
の
経
験
が
教
え
る
と

こ
ろ
は
少
な
く
な
い
。
日
本
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
い
ろ

い
ろ
な
危
機
管
理
、
と
り
わ
け
災
害
対
応
に
広
く

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

先
回
、
紹
介
し
た
よ
う
に
日
本
で
パ
ソ
コ
ン
の

普
及
率
は
73
・
０
％
、
携
帯
電
話
か
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
モ
バ
イ
ル
端
末
の
個
人
保
有
率
は
94
・
７
％

に
も
達
す
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
自
治
体

１
０
２
９
団
体
の
内
、
９
３
４
団
体
（
全
市
町
村

１
７
４
１
団
体
の
53
・
６
％
）
が
、
そ
れ
を
災
害
対

応
に
援
用
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
の
先
、
問
題
が
起
こ
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
。
個
人
が
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
自
治
体
に
災
害
情
報
を
ラ
ン
ダ
ム
に
寄
せ
る

可
能
性
が
増
え
る
。
そ
う
な
る
と
、
自
治
体
の
災

害
対
応
は
住
民
か
ら
の
情
報
で
収
集
が
つ
か
な
く

な
る
。
住
民
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
て
自
治
体
に
届
け

る
災
害
情
報
は
、
整
理
・
分
析
し
、
中
身
の
精
度

を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
点
で
、
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研

究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が
開
発
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
分

析
シ
ス
テ
ム
「D

ISA
A
N
A

（
デ
ィ
サ
ー
ナ
）」
が
注

目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
か
ら
発
信
さ

れ
た
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
整
理
し
た
上
、
そ

の
結
果
を
ウ
ェ
ブ
上
で
即
時
に
公
開
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
実
用
化
が
進
む
と
、
自
治
体
は
こ
の

ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
被
災
状
況
を
把
握
し
、
被
災

者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
変
な
優
れ
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
先
、
災
害
対
応
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
多
用
さ
れ
る

な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
。
し
か
し
、
従
来
の

ア
ナ
ロ
グ
型
の
情
報
伝
達
方
法
を
軽
視
す
べ
き
で

は
な
い
。
防
災
行
政
無
線
、
個
別
受
信
機
や
広
報

車
、
消
防
団
に
よ
る
広
報
な
ど
、
ア
ナ
ロ
グ
型
の

情
報
伝
達
手
段
は
引
き
続
き
有
効
に
作
用
す
る
。

災
害
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
の
一
点
豪
華
主
義
に
止
ま

る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
新
旧
の
情
報
伝
達
手
段

を
織
り
交
ぜ
、
災
害
伝
達
方
法
は
多
元
化
す
る
こ

と
が
得
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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